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１．応招議員は、次のとおりである。 

   第１番 篠塚 啓一   第２番 宇津木宣雄 

   第３番 海老原友子   第４番 神藤 昭彦 

   第５番 小川 公威   第６番 志鳥 勝則 

   第７番 髙橋 正昭   第８番 稲川  洋 

   第９番 石﨑 幸寛   第10番 勝山 修輔 

   第11番 生出 慶一   第12番 稲見 敏夫 

   第13番 松本  清   第14番 稲葉  弘 

   第15番 田村  稔   第16番 津野田重一 

２．出席議員は、次のとおりである。 

   第１番 篠塚 啓一   第２番 宇津木宣雄 

   第３番 海老原友子   第４番 神藤 昭彦 

   第５番 小川 公威   第６番 志鳥 勝則 

   第７番 髙橋 正昭   第８番 稲川  洋 

   第９番 石﨑 幸寛   第10番 勝山 修輔 

   第11番 生出 慶一   第12番 稲見 敏夫 

   第13番 松本  清   第14番 稲葉  弘 

   第15番 田村  稔   第16番 津野田重一 

３．欠席議員 

   なし 

４．職務のため本会議に出席した者は、次のとおりである。 

   議会事務局長 石戸  実  書記（総務係長） 遠井 正 

   書    記 柳田 裕子 

５．地方自治法第１２１条の規定により出席した者は、次のとおりである。 

   町  長      星野 光利    副 町 長      隅内 久雄 

   教 育 長      森田 良司    総務課長      田中 文雄 

   企画課長      秋山 正徳    税務課長      伊澤 幸延 

   住民生活課長    小島 賢一    福祉課長      川島 信一 

   健康課長      梅沢 正春    保険課長      海老原俊輔 

   産業振興課長    石﨑  薫    都市建設課長    伊藤 知明 

   建築課長      川島 勝也    上下水道課長    小林  実 

   農業委員会事務局長 小池 光男    会計管理者兼出納室長 吉澤 佳子 

   教育総務課長    枝  淑子    生涯学習課長    星野 光弘 

６．本会議の事件は、次のとおりである。 

   日程第１  議案第23号 平成２９年度上三川町一般会計予算 

   日程第２  議案第24号 平成２９年度上三川町国民健康保険事業特別会計予算 



 

   日程第３  議案第25号 平成２９年度上三川町介護保険事業特別会計予算 

   日程第４  議案第26号 平成２９年度上三川町後期高齢者医療特別会計予算 

   日程第５  議案第27号 平成２９年度上三川町公共下水道事業特別会計予算 

   日程第６  議案第28号 平成２９年度上三川町農業集落排水事業特別会計予算 

   日程第７  議案第29号 平成２９年度上三川町水道事業会計予算 
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午前１０時００分 開議 

○議長【津野田重一君】 皆さん、ご起立、願います。 

（全員起立） 

○議長【津野田重一君】 おはようございます。 

（議員・執行部 一同礼） 

○議長【津野田重一君】 ご着席ください。 

 これから本日の会議を開きます。 

 ただいまの出席議員数は１６人です。 

 日程に入ります。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 日程第１、議案第２３号「平成２９年度上三川町一般会計予算」から日程

第７、議案第２９号「平成２９年度上三川町水道事業会計予算」までの７議案を一括議題といたします。 

 前日に引き続き所管課長の説明を求めます。 

 なお、各課長に申し上げますが、予算は各常任委員会に付託されますので、主な内容について説明願

います。総務課長。 

○総務課長【田中文雄君】 それでは、総務課所管の予算について説明いたします。 

 歳出予算の事項別明細書の説明に入る前に、一般会計の各目に計上してあります人件費について、総

括的な説明をさせていただきます。 

 予算書の１１４ページをお開きください。給与費明細書、１の特別職について説明いたします。表の

下段の比較欄をごらんください。長等の期末手当３０万４,０００円の増は、平成２８年度人事院勧告

に準じた引き上げに伴うものでございます。共済費３８万３,０００円の減は、共済組合負担金、負担

率の引き下げに伴うものでございます。議員の期末手当７２万５,０００円の増は、平成２８年度人事

院勧告に準じた引き上げに伴うものでございます。共済費６４万９,０００円の減は、同じく、共済組

合負担率の引き下げに伴うものです。その他の特別職、職員数５５人の減は、主に平成２８年度の選挙

に伴う投票管理者及び立会人等の減によるものでございます。報酬５５１万１,０００円の減額は、主

に選挙に伴う投票管理者及び立会人等の減、外国人指導助手の減、農業委員等の増額によるものです。

給料４２３万４,０００円の増額は、昨年１１月から教育長が特別職として給料支給対象となったため

のものでございます。期末手当１３６万７,０００円、その他の手当３万４,０００円、共済費２１１

万６,０００円の増も同様の理由でございます。 

 次に１１５ページをごらんください。２、一般職、（１）総括。下段の比較欄で、職員数、常勤職

員１名減、短時間勤務職員４名の増は、退職職員の増及び再任用職員の登用によるものでございます。

給料５４１万２,０００円の増は、平成２８年度人事院勧告に準じた給与改定及び昇給に伴う増、会計

間の異動によるものでございます。職員手当４２３万３,０００円の減は、選挙事務時間外手当の減が

主な理由でございます。共済費８４７万９,０００円の減は、負担の計算方法の変更が行われたためで

ございます。 
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 次に、職員手当の内訳について説明いたします。管理職手当１６４万円の増は、支給対象者の増を見

込んでのものでございます。扶養手当３９万７,０００円の増は、対象者の増、平成２８年度人事院勧

告に基づく変更によるものでございます。通勤手当４０万６,０００円の減は、支給対象の減少を見込

んでのものでございます。時間外勤務手当１,３７６万５,０００円の減は、選挙事務時間外の減が主な

理由でございます。期末手当５０万７,０００円の減は、退職・採用による職員の入れかわりに伴うも

のでございます。勤勉手当６００万６,０００円の増は、平成２８年度人事院勧告に準じた引き上げに

伴うものでございます。住居手当１７９万７,０００円の増は、支給対象者の増によるものでございま

す。児童手当６１万５,０００円の増は、支給対象者の増を見込んでのものでございます。宿日直手

当１万円の減は、勤務日数の減少によるものでございます。 

 以上で人件費の総括説明を終わらせていただきます。この後の事項別明細書の人件費につきましては

省略させていただきますので、ご了承願います。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 議会事務局長。 

○議会事務局長【石戸 実君】 それでは、予算書の３０ページ、３１ページをお開き願います。 

 第１款第１項１目議会費についてご説明いたします。本年度予算額１億１,９０４万６,０００円です。

予算の主な内容は、議員１６人分の報酬のほか、議会運営に関する所要の経常経費を予算措置したもの

でございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 総務課長。 

○総務課長【田中文雄君】 続きまして、第２款総務費、第１項総務管理費、１目一般管理費について

説明いたします。本年度予算額４億２万１,０００円。主な支出としましては、３２ページ、３３ペー

ジをお開きください。 

 ７節賃金１,４６２万４,０００円は、病気休暇、産前産後休暇等の代替職員の経費でございま

す。１１節需用費の８４６万円は、主に庁舎内で使用する消耗品等でございます。 

 次に、３４ページ、３５ページをお開きください。 

 １９節負担金、補助及び交付金のうち、自治会総合事務交付金１,６１２万円は、各自治会へ均等割、

世帯割で交付する交付金でございます。次に、２目行政管理費について説明します。本年度予算

額２,３４４万９,０００円。主な支出としましては、１２節役務費１,９２２万６,０００円。はがき、

封書等の通信費でございます。次に、３目財産管理費、本年度予算額１億２,４２３万８,０００円。主

な支出としましては、１３節委託料３,０３５万６,０００円、施設設備管理１,９４３万３,０００円は、

庁舎の各種設備の管理業務です。１５節工事請負費５,２２０万８,０００円は、庁舎の耐震補強工事を

予定しております。次に、４目交通安全対策費について説明します。本年度予算額１,５４３

万４,０００円で、主な支出としましては、１節報酬９７４万４,０００円、交通安全指導員１４名の報

酬でございます。１５節工事請負費２０３万４,０００円は、カーブミラー等の設置費等でございます。

次に、５目防犯費、本年度予算額２,２２６万５,０００円。主な支出としましては、１３節委託

料８０２万４,０００円は、防犯灯のＬＥＤ化を進める調査費でございます。１４節使用料及び賃借
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料５０９万８,０００円は、同じく、防犯灯のリース費を見込んだものでございます。次に、６目コミ

ュニティ推進費について説明します。本年度予算額１,０１０万７,０００円で、主な支出としまして

は、１３節委託料５５９万１,０００円。うち指定管理費が４１２万５,０００円。場所としましては、

コミュニティ５カ所、運動広場２カ所でございます。１９節負担金、補助及び交付金４００

万２,０００円は、宝くじ助成事業としまして３９９万５,０００円等が主なものでございます。 

○議長【津野田重一君】 企画課長。 

○企画課長【秋山正徳君】 続きまして、７目財政管理費、予算額６９６万１,０００円。主なもの

は、１３節委託料で、財務会計システム改修に伴うデータ移行に係る委託料で５８１万円を計上するも

のでございます。続きまして、８目企画費、予算額８０３万５,０００円。主なものは１節報酬の９９

万６,０００円。これにつきましては、地域の活性化を図るため導入を予定しております地域おこし協

力隊１人分で半年の報酬を計上するものでございます。１９節負担金、補助及び交付金４３１

万１,０００円。主なものは、下野市と２分の１ずつ負担をしておりますＪＲ石橋駅公衆便所の管理負

担金４２万円、また、エレベーター管理負担金の１０８万円。さらに、広域連携では、下野市、壬生町、

上三川の１市２町で構成する協議会の負担金としまして１６２万円でございます。９目公共交通費、予

算額２,６６０万２,０００円。主なものは、１３節の委託料２,６５６万８,０００円。これにつきまし

ては、デマンド交通運行事業に係る委託料でございます。１０目広報広聴費、予算額７８７

万３,０００円。 

 ページをめくっていただきまして、４０ページ、４１ページをお開き願います。 

 主なものは、一番上にございます印刷製本費４６１万４,０００円。これにつきましては「広報かみ

のかわ」の印刷料でございます。１３節委託料では、メール配信事業で１２９万６,０００円、とちぎ

テレビデータ放送事業で９０万８,０００円を計上しております。また、知的財産権調査登録業務費用

として「かみたん」の商標登録に係る５２万７,０００円を計上するものでございます。１１目情報管

理費、予算額５,７５２万４,０００円。主なものは、１３節委託料で、庁内ネットワークシステムに係

る事務機器保守として２,４０４万６,０００円。１４節使用料及び賃借料２,２１３万円。主なものは、

庁内ネットワークシステムに係る事務機器の借り上げで２,２０９万１,０００円でございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 出納室長。 

○会計管理者兼出納室長【吉澤佳子君】 続きまして、１２目会計管理費、本年度予算額５７

万７,０００円は、出納室の事務執行に要する経費でございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 税務課長。 

○税務課長【伊澤幸延君】 続きまして、第２項徴税費についてご説明いたします。１目税務総務費は、

本年度予算額１億２,７０７万２,０００円で、主なものは、４３ページをお開き願いまして、２３節の

償還金、利子及び割引料１,７００万円で、諸税還付金でございます。２目賦課徴収費は、本年度予算

額４,０３４万３,０００円で、主なものは１３節委託料１,９５７万３,０００円で、賦課徴収に関して

の電算処理等でございます。 
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 以上です。 

○議長【津野田重一君】 住民生活課長。 

○住民生活課長【小島賢一君】 続きまして、第２款総務費、第３項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住

民基本台帳費ですが、本年度予算額６,２１８万２,０００円でございます。主なものは、１３節委託

料２３４万円で、戸籍システム等の保守料でございます。 

 次のページ、４４ページ、４５ページをお開き願います。 

 １４節使用料及び賃借料５３４万３,０００円は、これら機器類の借上料３６５万８,０００円、ソフ

トウェア使用料１６８万５,０００円でございます。２目住民情報管理費、予算額３,３３２

万６,０００円で、主なものとして、１３節委託料４５２万２,０００円ですが、事務機器保守料といた

しまして住基ネットワークシステムハード保守料等で３３４万８,０００円、コンビニにおける住民票

等の交付の手数料として、地方公共団体情報システム機構に１３万８,０００円を支払うものでござい

ます。１４節使用料及び賃借料２,１０１万２,０００円ですが、住民基本台帳のシステム機器のリース

料、システム使用料、ソフトウェアの使用料でございます。１９節負担金、補助及び交付金３７９

万７,０００円ですが、コンビニ交付関係の負担金及び個人番号カードの関連事務を委託するため地方

公共団体情報システム機構への交付金でございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 総務課長。 

○総務課長【田中文雄君】 次に、第４項選挙費、１目選挙管理委員会費について説明します。本年度

予算額１５４万９,０００円で、主な支出としましては、選挙管理委員会委員報酬４人分５７

万４,０００円等でございます。次に、２目選挙常時啓発費につきましては、本年度予算額９

万３,０００円、選挙啓発に要する経常経費を予算化したものでございます。 

 以上で選挙費の説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 企画課長。 

○企画課長【秋山正徳君】 続きまして、第５項統計調査費、１目統計調査総務費、予算額９４

万２,０００円。主なものは、１節報酬でございます。各種統計調査に係る調査員２０名の報酬７５

万５,０００円を計上するものでございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 議会事務局長。 

○議会事務局長【石戸 実君】 続きまして、４６、４７ページをお開き願います。 

 第２款第６項１目監査委員費についてご説明いたします。本年度予算額６３万９,０００円です。予

算の主な内容は、監査委員２名分の報酬のほか、監査業務に関する所要の経常経費を予算措置したもの

でございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 福祉課長。 

○福祉課長【川島信一君】 続きまして、第３款民生費、第１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、本

年度予算額１億５,３６６万２,０００円。主なものとしましては、次のページの４８ページ、予算４９
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ページをお開きください。 

 １９節負担金、補助及び交付金６,０７２万２,０００円のうち、補助金として、社会福祉協議

会５,５４２万９,０００円は、町社会福祉協議会への運営費と事業費の補助でございます。交付金とし

て、民生委員児童委員活動交付金５２１万７,０００円は、県から入金されます総合交付金をもとにし

て民生委員の活動費、民生委員協議会の運営費を交付するものでございます。２目障害者福祉費、本年

度予算額５億６,９８８万６,０００円。主なものとしましては、１３節委託料２,８１２万４,０００円

のうち指定管理費２３０万円は、上三川ふれあいの家ひまわりの指定管理費で、２８年度から３２年度

までの５カ年間が指定管理期間となります。計画策定２５９万２,０００円は、３０年度から３年間の

第５次障がい福祉計画策定の業務委託です。地域生活支援事業１,９７０万円は、上三川ふれあいの家

ひまわりで行っています相談支援事業と地域活動支援センター、町社会福祉協議会で行っておりますコ

ミュニケーション支援事業の委託料でございます。１９節負担金、補助及び交付金９６５万９,０００

円のうち、負担金、心身障がい児通園事業９６４万７,０００円は、下野市子ども発達支援センターこ

ばと園の運営負担金でございます。２０節扶助費４億９,３２２万３,０００円のうち、障がい者自立支

援給付費３億８,１００万円は、ヘルパーや施設利用など、障がい福祉サービス費と補装具費支給、及

び障がい児通所給付費でございます。 

 なお、補正予算でもご説明しました障がい児通所施設整備に関する役務費、委託費、工事請負費、備

品購入費につきましては、地域創生拠点整備交付金の補助対象となりましたので、この当初予算計上分

につきましては、９月補正等で減額いたします。 

 ５０ページ、５１ページをお開きください。 

 ３目人権推進費、本年度予算額４０３万２,０００円。主なものとしましては、１３節委託料の人権

同和対策推進事業の普及啓発費としての１００万円、また、調査８９万７,０００円は、人権推進施策

に関する住民意識調査です。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 健康課長。 

○健康課長【梅沢正春君】 続きまして、４目上三川いきいきプラザ管理費です。予算額２

億１,６７８万円。主なものとしましては、１１節需用費５６０万６,０００円のうち、修繕料とし

て５５７万９,０００円。こちらは館内設備の運転状況をモニターする監視システムの部品交換などで

ございます。１３節委託料、いきいきプラザ指定管理費につきましては、平成２８年度と同額の２

億１,０５４万９,０００円です。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 保険課長。 

○保険課長【海老原俊輔君】 続きまして、５目老人福祉費、予算額９億９,９１５万４,０００円の主

なものについてご説明いたします。８節報償費３１９万４,０００円。こちらは敬老会記念品等２６４

万７,０００円が主なものでございます。１３節委託料１,０５８万９,０００円の主なものとしまして

は、次のページをお開きください。 

 老人福祉措置事業の９６７万２,０００円でございます。内容につきましては、３人分の養護老人ホ
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ーム入所に係る措置費でございます。１９節負担金、補助及び交付金３億８,２７９万円の主なものに

つきましては、負担金では、県後期高齢者医療広域連合への負担金２億２,３８８万５,０００円。補助

金では、高齢者福祉施設整備事業として１億４,３４０万円。交付金では、敬老会敬老祝金支給事業

の６２５万５,０００円でございます。２８節繰出金６億８９万２,０００円につきましては、各特別会

計への繰出金でございます。続きまして、６目国民年金事務費、予算額８６万４,０００円につきまし

ては、日本年金機構から委託されました国民年金窓口業務に係る事務経費でございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 福祉課長。 

○福祉課長【川島信一君】 続きまして、第２項児童福祉費、１目児童福祉総務費、本年度予算額６

億８,１８３万９,０００円。主なものとしては、次のページ、５４、５５ページをお開きください。 

 １３節委託料２,９３２万８,０００円のうち、指定管理費１,２２８万５,０００円は、学童保育館３

館への指定管理料でございます。放課後児童健全育成事業１,６２９万６,０００円は、学校の余裕教室

等を利用しております学童保育４カ所への委託料でございます。２０節扶助費６億４７０万４,０００

円のうち、児童手当５億９,５２０万円は４,６００人分を見込んでおります。２目母子福祉費、本年度

予算額１億７,２２０万８,０００円。主なものとしましては、１３節委託料の５５３万８,０００円の

うち、診療報酬明細書審査５４６万６,０００円は、児童医療費審査料でございます。２０節扶助費１

億６,１５０万円のうち、児童医療費助成１億４,５００万円は、対象児童５,１００人を見込んでおり

ます。３目保育所費、本年度予算額９億６,７２５万１,０００円。主なものとしましては、次のペー

ジ、５６、５７ページをお開きください。 

 １３節委託料６億３,６２２万３,０００円のうち、工事設計１０３万円は、旧大山保育所解体工事の

設計委託料、工事監理１２５万３,０００円は、新大山保育所新設工事の技術支援委託料です。保育の

実施１,４５０万７,０００円は、保育委託に係る町加算分です。子どものための教育・保育給付費６

億１,４５２万１,０００円は、町内６カ所の民間保育園への委託料のほか、町内の児童が通園しており

ます新制度施設への給付費などでございます。１５節工事請負費２２１万円は、大山保育所フェンス等

の撤去工事費でございます。１９節負担金、補助及び交付金３億２,７９９万５,０００円につきまして

は、補助金の保育所設置費助成１億９,８９０万円は、新大山保育所整備に係る助成です。特定教育・

保育施設等助成事業１億２,８９２万７,０００円は、延長保育一時預かり保育所設備交付金など、国県

の補助事業に関する経費に対する助成でございます。４目大山保育所費１億１,３７４万４,０００円、

こちらの大山保育所費につきましては、大山保育所の運営管理に関する経費を計上しております。 

 次ページの５８ページ、５９ページをお開きください。 

 ５目子育て支援センター費、本年度予算額２,８９２万２,０００円。こちらの子育て支援センター費

につきましては、子育て支援センターの運営管理に関する経費を計上しております。 

 次のページの６０、６１ページをお開きください。 

 第３項災害救助費、１目扶助費は科目存置でございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 健康課長。 
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○健康課長【梅沢正春君】 続きまして、第４款衛生費、第１項保健衛生費、１目保健衛生総務費です。

予算額２億２,２４７万円の主なものとしましては、１９節負担金、補助及び交付金の上から２段目、

救急医療体制整備事業としまして、小山地区夜間休日救急医療体制への負担金としまして８３０

万６,０００円です。また、水道事業会計への負担金につきましては、富士山地区道路新設に伴う水道

管布設工事費としまして、工事費の半額６３０万円を負担するものです。補助金につきましては、水道

事業会計の起債利子等の補助として４,１６２万９,０００円です。２４節投資及び出資金では、水道事

業会計第６次拡張事業に伴う出資金としての５,３９５万５,０００円となっております。続きまし

て、２目予防費、予算額１億２,３１１万３,０００円の主なものとしまして、１節報酬は、乳幼児健

診・歯科健診の嘱託医１２名、延べ１０４回分の健診の報酬でございます。３１２万円となっておりま

す。７節賃金は、乳幼児健診等の各母子保健事業のスタッフの賃金といたしまして５０５万６,０００

円となっております。 

 次のページをお開きください。 

 １３節委託料は、妊婦健診及び各種予防接種等に係る医療機関への委託料としまして１億７２９

万７,０００円です。１９節負担金、補助及び交付金は、交付金として５５７万円、これは予防接種や

妊婦健診の償還払いと不妊治療費の助成を行うものでございます。続きまして、３目健康増進事業費で

す。予算額８３３万円の主なものとしましては、１３節委託料で、第２期健康増進計画及び第３期食育

計画の策定委託料としまして２７３万３,０００円と、各種健康教育として、健康づくり事業等に係

る３１１万８,０００円でございます。続きまして、４目保健センター費です。予算額２６万５,０００

円につきましては、電話料金やコピー機の借り上げなど、保健センターの経常経費でございます。続き

まして、５目老人保健費です。予算額２,４５６万３,０００円の主なものとしましては、１３節委託料

の一般健康診査費及び後期高齢者健康診査事業等に係る２,１７７万３,０００円でございます。続きま

して、６目がん・結核等対策費です。予算額６,６６３万２,０００円の主なものとしましては、次のペ

ージをお開きください。 

 １３節委託料のがん・結核検診の集団検診及び個別検診に係る６,３３５万円となっております。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 上下水道課長。 

○上下水道課長【小林 実君】 続きまして、７目環境整備費、本年度予算額２０７万３,０００円の

主な内容につきましては、１９節負担金、補助及び交付金の合併処理浄化槽７人槽５基分を計上したも

のでございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 住民生活課長。 

○住民生活課長【小島賢一君】 続きまして、８目環境衛生費、本年度予算額１,１７７万２,０００円

で、主なものは、例年５月末に実施しております花いっぱい運動の経費としまして、８節報償費で８８

万５,０００円、１１節需用費で花いっぱいの花苗代１９１万４,０００円でございます。１９節負担金、

補助及び交付金８４１万６,０００円でございますが、これは、芳賀広域行政事務組合斎場負担金とし

て４３９万６,０００円、地球温暖化対策といたしまして、住宅用太陽光発電システム設置補助
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に４００万円を計上しております。９目霊園費ですが、本年度予算額１４０万４,０００円で、主なも

のは、１３節委託料１２９万９,０００円でございます。これは霊園の除草管理や樹木管理等でござい

ます。第２項１目清掃費ですが、予算額２,２９７万円。これは主に人件費でございます。 

 次のページ、６６、６７ページをお開き願います。 

 １４節使用料及び賃借料１３万円につきましては、スマートフォンを活用し、各自治会のごみの収集

日やごみの分別等が確認できるアプリの使用料でございます。次に、２目じん芥処理費ですが、本年度

予算額２億７,７６６万８,０００円についてですが、主なものは、８節報償費の５４０万円。これは育

成会等が廃品回収した場合に報奨金を交付している資源再利用運動の推進費であります。１３節委託料

ですが、５,９３０万４,０００円。主なものは、可燃ごみ収集に２,６３３万５,０００円、びん・缶等

不燃物収集に１,３３３万８,０００円、ペットボトル等の資源物回収に１,４１１万８,０００円を計上

しております。１９節負担金、補助及び交付金２億５８５万８,０００円は、クリーンパーク茂原廃棄

物処理費としまして１億１５９万円、燃焼ごみ・不燃ごみ・プラスチック等の中間処理及び最終処分に

要する経費でございます。小山広域保健衛生組合に１億２２３万１,０００円。これはし尿及び浄化槽

汚泥処理のための経費でございます。第３項公害対策費、１目公害総務費、これは主に人件費でござい

ます。 

 次のページ、６８、６９ページをお開き願います。 

 ２目公害対策費で、予算額２２０万２,０００円。主なものは、１３節委託料２０８万５,０００円で、

町内河川、工場排水、臭気等の公害環境調査の検査委託料でございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 産業振興課長。 

○産業振興課長【石﨑 薫君】 続きまして、第５款労働費、第１項労働諸費、１目労働費、本年度予

算額１１万３,０００円でございますが、労働行政に係る経費として所要の負担金及び補助金を計上し

たものでございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 農業委員会事務局長。 

○農業委員会事務局長【小池光男君】 続きまして、第６款農林水産業費、第１項農業費、１目農業委

員会費、本年度予算額３,９６３万７,０００円でございます。１節報酬８７２万４,０００円は、農業

委員と農地利用最適化推進委員の報酬でございます。８節報償費から、次のページをお開きいただきた

いと思います。１９節までは農業委員会の運営経費でございます。 

 以上で１目の説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 産業振興課長。 

○産業振興課長【石﨑 薫君】 続きまして、２目農業総務費、本年度予算額６,７２９万６,０００円

でございますが、人件費以外の主なものは、１９節負担金、補助及び交付金の５１万８,０００円で、

各種協議会などへの負担金を計上したものでございます。続きまして、３目農業振興費、本年度予算

額５,２３２万５,０００円でございますが、主なものにつきましては、７２、７３ページをお開き願い

ます。 
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 １９節負担金、補助及び交付金の４,２６４万２,０００円で、農家や農業団体などの農業経営の安定

や向上に向けた取り組み等を支援するための経費として計上しているものでございます。 

 なお、委託料の上から２行目の事業、農産物販路拡大事業につきましては新規事業となっているもの

で、県内のホテルなどにおいて、本町の食材を使った料理の提供や、首都圏において農産物などの直接

販売を行うための経費といたしまして５００万円を計上しているものでございます。続きまして、４目

畜産業費、本年度予算額７４３万５,０００円でございますが、主なものは、１９節負担金、補助及び

交付金の１９３万円で、畜産経営の安定や向上を図る取り組みを支援するための経費として計上したも

のでございます。 

 なお、１９節の一番下の事業、新食肉センター整備支援事業１１０万１,０００円と、２４節投資及

び出資金の５５０万円は、栃木県畜産公社におきまして、現在、県内に３カ所あります食肉センター

を１カ所に統合すべく新たな食肉センターの整備を進めておりますことから、この事業に対する整備費

補助金と出資金を予算計上したものでございます。 

 続きまして、５目農地費、本年度予算額３億３,９４９万２,０００円でございますが、主なもの

は、１３節委託料の１,２８９万円で、施設管理として、磯川緑地公園と水環境神主公園の管理に要す

る経費を計上したもので、調査測量設計の１１０万６,０００円は、川中子地内の取水施設の整備に伴

う実施設計などに要する経費を計上したものでございます。 

 ７４、７５ページをお開き願います。 

 また、１５節工事請負費の３,０００万円につきましても、川中子地内の取水施設の整備に伴う予算

となっているものでございます。さらには、１９節負担金、補助及び交付金の３,６５０万１,０００円

は、各種協議会などへの負担金のほか、土地改良事業に対する負担金や補助金となっているものでござ

います。続きまして、６目改善センター費、本年度予算額２,７７７万１,０００円でございますが、主

なものは、１３節委託料の１,０６８万３,０００円で、改善センターなどの指定管理費として５９０万

円を、また、施設設備管理として改善センターの電気設備などの保守点検や庭園管理業務などの委託に

要する経費を、工事設計として改善センターの屋根防水改修に伴う設計監理に要する経費を計上してい

るものでございます。また、１５節工事請負費の１,５８１万２,０００円は、改善センターの屋根防水

改修に伴う工事費を計上したものでございます。続きまして、７目農業再生対策推進費、本年度予算

額１,９８９万６,０００円でございますが、これは本町における米政策の推進を行っております農業再

生協議会への補助金となっているものでございます。 

 続きまして、第７款商工費、第１項商工費、１目商工総務費、本年度予算額１,４３６万２,０００円

でございますが、主には商工行政に係る職員の人件費となっているものでございます。 

 ７６、７７ページをお開き願います。 

 続きまして、２目商工振興費、本年度予算額５,０５９万４,０００円でございますが、主なもの

は、１９節負担金、補助及び交付金の４,１７９万１,０００円で、各種協議会などへの負担金と商工業

や観光の振興を図るための経費として計上したものでございます。 

 なお、補助金の一番下、企業間交流会は新規事業となっておりますもので、町内の企業間の連携を促

すための事業を実行委員会を設置して実施すべく、当該実行委員会に対する補助金として６０万円を計
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上したものでございます。続きまして、３目消費者保護費、本年度予算額３２３万円でございますが、

主なものは、１節報酬の２２０万８,０００円で、消費生活相談員の報酬を計上しているものでござい

ます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 企画課長。 

○企画課長【秋山正徳君】 次のページ、７８、７９ページをお開き願います。 

 ４目産業団地整備推進費、予算額２０万８,０００円。内容につきましては、産業団地整備に係る事

務経費を計上するものでございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 都市建設課長。 

○都市建設課長【伊藤知明君】 続きまして、第８款土木費の説明を申し上げます。まず、第１項土木

管理費、１目土木総務費は、本年度予算額１億１,１０８万６,０００円で、主に人件費及び事務的な経

費を計上したものでございます。 

 次に、８０ページ、８１ページをお開き願います。 

 ２目地籍調査費は、本年度予算額５,６９４万円で、主なものは、１３節委託料の５,３６６

万２,０００円で、地籍調査２年目の地区としまして、西汗Ⅲ地区、上神主Ⅰ地区、五分一Ⅱ地区の地

籍図及び地籍簿の作成と、新規地区としまして、西汗Ⅳ地区、上神主Ⅱ地区、坂上Ⅱ地区の１筆地調査

を行うものでございます。次に第２項道路橋梁費、１目道路橋梁総務費は、本年度予算額１,３３９

万２,０００円で、主なものは、１３節委託料の８９４万７,０００円で、道路台帳補正業務の７５０

万６,０００円を計上しております。次に、２目道路維持費は、本年度予算額１億６４万５,０００円で、

主なものは、１３節委託料の３,２００万円は、毎年度実施しております道路の除草及び道路維持管理

業務を行うものでございます。また、１５節工事請負費６,３００万円は、町道４－４４号線、西汗地

内のほか５路線の舗装補修工事と、町道４－３０号線、東汗地内の側壁改修工事を行うものでございま

す。 

 次に、８２、８３ページをお開き願います。 

 ３目道路新設改良費は、本年度予算額２億１,１７４万４,０００円で、主なものは、１３節委託

料５,２２９万６,０００円は、石田産業団地のアクセス道路として町道３－１２３号線、石田地内の測

量設計用地及び物件調査業務を行うものでございます。また、１５節工事請負費７,８８０万円は、継

続事業としまして実施しております町道１－０４号線下神主地内と町道１２号線三村地内の道路改良工

事と、生活道路の舗装新設工事を行うものでございます。次に、４目橋梁維持費は、本年度予算

額２,５１０万円で、主なものは、１３節委託料２,３１０万円は、橋梁長寿命化計画に基づき、町

内４０橋の橋梁点検業務を行うものでございます。次に、５目交通安全施設費は、本年度予算額４５０

万円で、通行者の安全確保を図るため、町内の防護柵及び区画線の設置工事を行うものでございます。

続きまして、第３項河川費、１目河川総務費は、本年度予算額３,２４９万５,０００円で、主なもの

は、１５節工事請負費２,３００万円は、田川内水被害軽減対策事業として、川中子地内江川の護岸整

備工事を行うものでございます。次に第４項都市計画費、１目都市計画総務費は、本年度予算額５
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億７,３３３万９,０００円で、主なものは、次のページ、８４、８５ページをお開き願います。 

 １５節工事請負費の２,１００万円と、１７節公有財産購入費の１,２８５万円、２２節補償、補填及

び賠償金の２,３４４万円で、富士山地区市街地整備事業の道路整備に係る経費を計上したものでござ

います。次に、２目公園管理費は、本年度予算額１億５,１１９万３,０００円で、主なものは、１３節

委託料７,３５５万１,０００円は、都市公園３７公園と、その他公園の施設管理費を計上したものでご

ざいます。また、工事請負費６,４３６万５,０００円は、公園長寿命化計画に基づきまして、蓼沼と桃

畑緑地公園のトイレ改修工事を行うものでございます。 

 次に、８６、８７ページをお開き願います。 

 ３目街路事業費は、本年度予算額１２８万４,０００円で、主なものは、１１節需用費の１２８

万４,０００円で、上三川通り街路灯の電気料と修繕料を計上したものでございます。 

 以上でございます。 

○議長【津野田重一君】 建築課長。 

○建築課長【川島勝也君】 続きまして、第８款土木費、第５項住宅費についてご説明申し上げま

す。１目住宅管理費は、本年度予算額６,４２９万８,０００円で、主なものといたしまして、１１節需

用費の２７１万９,０００円は、町営住宅１１６戸の管理修繕料になります。１３節委託料の１,１９０

万８,０００円のうち、工事設計、監理等につきましては、愛宕町営住宅の浴槽浴室改修と下町第二町

営住宅の屋上防水改修工事の設計監理費になります。空き家対策推進費につきましては、空き家建物等

の現地調査を行い、状況等をデータ化する費用になります。次に、１５節工事請負費３,７５８

万４,０００円につきましては、先ほどの１３節委託料の工事設計同様、愛宕町営住宅の浴室改修及び

下町第二町営住宅の屋上防水改修工事費でございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 総務課長。 

○総務課長【田中文雄君】 続きまして、９款消防費、第１項消防費、１目常備消防費につきましては、

本年度予算額４億２,６４４万７,０００円で、主なものは、１９節負担金、補助及び交付金で、石橋消

防組合に対する負担金でございます。次に、２目非常備消防費につきまして説明します。本年度予算

額３,４９５万２,０００円で、主な支出は、１節報酬２,３６９万３,０００円につきましては、消防団

員の報酬並びに出動手当でございます。 

 次のページ、８８、８９ページをお開きください。 

 １８節備品購入費１９９万８,０００円は、新入団員の制服等の購入費でございます。次に、３目消

防施設費、本年度予算額７,２４８万円。主な支出としましては、１５節工事請負費３,３６８

万７,０００円。消防団詰所１－４の新築工事の予算でございます。１８節備品購入費１,８２４万円に

つきましては、３－１の消防ポンプ車の更新を予定しております。次に、４目水防費、本年度予算

額３４万４,０００円は、水防活動にかかわる経常経費でございます。次に、５目災害対策費、本年度

予算額４,４１１万５,０００円です。主なものとしましては、９０ページ、９１ページをお開きくださ

い。 

 １５節工事請負費３,５１８万６,０００円。デジタル移動系防災行政無線整備工事の２年目でござい
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ます。２年目としましては、公用車、それから上三川消防署、避難所等への設置を予定しております。 

 以上で消防費の説明を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 会議途中ですが、ここで１５分間休憩いたします。 

午前１０時５４分 休憩 

 

午前１１時０８分 再開 

○議長【津野田重一君】 休憩前に復しまして会議を開きます。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 教育総務課長。 

○教育総務課長【枝 淑子君】 ９０ページ、９１ページの中段から説明を行います。 

 続きまして、１０款教育費、第１項教育総務費、１目教育委員会費でございます。本年度予算額

は１５１万７,０００円でございます。教育委員４名分の報酬等を計上したものでございます。次の２

目の事務局費でございますが、本年度予算額は１億４０６万９,０００円で、事務局職員の人件費と経

常経費を計上しているものでございます。新たなものといたしまして、１節報酬で学校運営協議会委

員３０人分を計上しているものでございます。 

 次の９２、９３ページをお開き願います。 

 ３目教育研究所費ですが、本年度予算額３,８７３万２,０００円でございます。この費用につきまし

ては、学校教育の内容、方法等の改善に関する調査研究の経費でございます。主なものとしまして

は、１２節役務費でございますが、プログラミング学習やアクティブラーニング等の教授方法を試行す

るために導入するタブレット通信料等を計上いたしました。１３節の委託料では、小中学校への学校司

書を派遣するための費用９８１万４,０００円、及び中学生の海外派遣事業９２３万円、２５名分を計

上したものでございます。 

 以上でございます。 

○議長【津野田重一君】 福祉課長。 

○福祉課長【川島信一君】 次の９４、９５ページをお開きください。 

 ４目幼稚園費、本年度予算額９,２５１万６,０００円。主なものとしては、１９節負担金、補助及び

交付金９,２４７万７,０００円のうち、幼稚園就園奨励費８,２０２万円は、６０７人分を見込んでお

ります。第３子以降子育て支援費９４７万７,０００円は、６１人分を見込んでおります。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 教育総務課長。 

○教育総務課長【枝 淑子君】 続きまして、５目教育支援費でございます。本年度予算額６

万５,０００円につきましては、障がいのある児童生徒の適正な就学指導及び教育措置を図るための教

育支援委員会に係る経費でございます。次に、第２項小学校費、１目学校管理費でございますが、この

費用につきましては、小学校７校分の学校環境の整備費及び学校運営等改善事業等特別教育指導員等を

配置するための費用を計上しているものでございます。前年度比７億５,２３８万７,０００円の減につ
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きましては、上三川小学校屋内運動場完成に伴い、委託料及び工事請負費が大きく減額になったことに

よるものでございます。主なものについてご説明申し上げますと、１３節委託料、施設設備管理につき

ましては、警備委託等７校分の２１項目についての委託料でございます。 

 次のページをお開き願います。 

 １５節工事請負費につきましては、北小学校のフェンス改修及び本郷小学校、明治南小学校への防犯

カメラ設置に係る工事費を計上したものでございます。次に、２目教育支援費でございます。この費用

につきましては、教育支援体制充実のための費用を計上したものでございます。主なものといたしまし

ては、１４節の使用料及び賃借料、機器借上につきましては７校分のノート型パソコン等のリース

料３１５台分でございます。さらに車両借上につきましては、各種行事大会、宿泊学習等のバスの借上

料でございます。２０節扶助費につきましては、特別支援教育就学奨励費２０人分、さらに宿泊学習等

参加費２５人分、要保護・準要保護児童生徒援助費７１人分を計上したものでございます。次に、第３

項中学校費、１目学校管理費でございますが、こちらの費用につきましては、中学校３校の学校環境整

備費等を計上しているものでございます。前年度比２,０５６万４,０００円の減は、大規模改修事業及

び防犯カメラ設置に係る設計委託料３１０万円、及び工事請負費１,７５０万円の減によるものでござ

います。 

 次のページをお開き願います。主なものにつきましては、１３節の委託料２,２０７万２,０００円で

ございますが、中学校３校の施設設備管理費、外国語指導助手を配置するための人材派遣費を計上した

ものでございます。１５節工事請負費につきましては、上三川中学校のプール改修等を計上したもので

ございます。次に、２目教育振興費につきましては、教育支援のための経費を計上したものでございま

す。主なものといたしましては、１４節の使用料及び賃借料で機器の借上料、こちらは中学校３校分の

ノート型パソコン等のリース２０２台分を、さらには、宿泊学習等のバスの借上料でございます。 

 次のページをお開き願います。 

 ２０節扶助費につきましては、特別支援教育就学奨励費１５人分、宿泊学習参加費４６人分、さらに

は要保護・準要保護生徒援助費５０人分を計上しているものでございます。 

 以上でございます。 

○議長【津野田重一君】 生涯学習課長。 

○生涯学習課長【星野光弘君】 続きまして、第４項社会教育費についてご説明いたします。１目社会

教育総務費、本年度予算額８,１４６万４,０００円でございます。主なものは、１３節委託料の９４４

万９,０００円で、町内５カ所で開設しております放課後子ども教室事業の運営費用でございます。 

 次に、１０２ページ、１０３ページをお開きください。 

 ２目公民館費、本年度予算額２,０８７万４,０００円でございます。主なものは、８節報償費３９６

万円で、中央公民館の子育て講座等の各種講座や公民館フェスティバルの講師謝礼として３８０万円な

どでございます。次に３目図書館費、本年度予算額８,４１０万１,０００円でございます。主なもの

は、１３節委託料５,９５０万２,０００円で、図書館指定管理料５,８６３万円などを計上しており、

また、次のページになりますが、１５節工事請負費では、図書館のエレベーター改修工事費２,１６０

万円を計上しております。次に、４目文化財保護費、本年度予算額１,９２９万９,０００円でございま
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す。主なものは、１３節委託料では、上神主・茂原官衙遺跡の町有地管理費用２０７万５,０００円、

また、かぶと塚古墳石室の寄附採納に合わせて実施します石室管理用地の取得に伴う、１７節公有財産

購入費７８０万６,０００円、２２節補償、補填及び賠償金３４８万９,０００円でございます。次

に、５目文化振興費、本年度予算額３２８万３,０００円でございます。主なものは、１９節負担金、

補助及び交付金２１３万８,０００円で、小学生を対象に実施します移動音楽鑑賞教室事業として４３

万８,０００円、次のページになりますが、町文化祭の開催費用補助金として１２０万円などとなって

おります。次に、６目集会所費、本年度予算額４３０万円でございます。主なものは、１３節委託

料１０９万８,０００円で、東館南集会所の夜間機械警備などの施設設備管理料５６万３,０００円、人

権講演会などの委託費５３万５,０００円でございます。 

 続きまして、第５項保健体育費についてご説明いたします。１目保健体育総務費、本年度予算

額１,００９万円でございます。主なものは、１９節負担金、補助及び交付金７９８万円で、しらさぎ

駅伝競走大会事業として１５５万円、日産しらさぎマラソン大会事業として３５０万円の補助金などを

計上しております。 

 次のページ、１０８ページ、１０９ページをお開きください。 

 ２目体育振興費、本年度予算額５７７万８,０００円でございます。主なものは８節報償費２４７

万８,０００円で、町民スポーツレクリエーション祭の記念品等として１１６万円でございます。次

に、３目体育施設管理費、本年度予算額２,２２０万３,０００円でございます。主なものは、１３節委

託料２,０２７万２,０００円で、体育センターの指定管理料１,５１８万５,０００円、及び体育センタ

ーの耐震診断費用５０８万７,０００円でございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 教育総務課長。 

○教育総務課長【枝 淑子君】 続きまして、４目給食センター費についてご説明いたします。本年度

予算額１億８,７６８万６,０００円でございます。主なものにつきましては、次のページをお開き願い

ます。 

 １３節委託料１億１,６５６万５,０００円でございますが、給食設備更新事業として電気回転釜改修

工事設計費１９７万７,０００円、学校給食の米飯炊飯委託２,９１９人分の委託費、さらには、給食セ

ンターの調理・配送・配膳業務の委託費でございます。１４節の使用料及び賃借料、機器借上７４７

万７,０００円につきましては、空調機器更新に伴う賃借料を計上しているものでございます。 

 以上でございます。 

○議長【津野田重一君】 福祉課長。 

○福祉課長【川島信一君】 続きまして、第１１款災害復旧費、第１項民生施設災害復旧費、１目民生

施設災害復旧費１,０００円、及び第２項農林水産業施設災害復旧費、１目農地災害復旧費１,０００円、

さらに、第３項土木施設災害復旧費、１目河川災害復旧費１,０００円につきましては、それぞれ科目

存置でございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 企画課長。 
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○企画課長【秋山正徳君】 １１２ページ、１１３ページをお開き願います。 

 第１２款第１項公債費、１目元金の７億５,７４１万８,０００円につきましては、地方債元金の償還

金でございます。２目利子の６,３７１万６,０００円、これにつきましては、地方債利子の償還金を計

上するものでございます。 

 第１３款諸支出金、第１項普通財産取得費、１目土地購入費につきましては科目存置でございます。 

 第１４款第１項１目予備費１,０００万円。これにつきましては、予算に計上していない軽微なもの

や、年度途中で所要の経費の不足が生じた場合に充当するものでございます。 

 ページを戻っていただきまして、８ページをごらんいただきたいと思います。 

 第２表は債務負担行為でございます。財務会計システム事業につきましては、平成３０年度から新シ

ステム移行に当たりまして、平成２９年度において事業者の認定の必要がございますことから、期間を

平成２９年度から平成３４年度まで、限度額を３,４０８万９,０００円と定める内容でございます。ま

た、ＬＥＤ防犯灯整備事業、これにつきましては、平成３０年度から１０年間のリース契約を締結する

に当たりまして、平成２９年度にリース業者選定の必要があるため、期間を平成２９年度から平成３９

年度まで、限度額を７,１３７万２,０００円と定めるものでございます。上三川町本郷地域福祉センタ

ー指定管理者、及び障がい児通所施設指定管理者、これにつきましては、平成３０年度から３年間の指

定管理契約を締結するに当たり、平成２９年度に事業者の選定の必要がございますことから、期間を平

成２９年度から平成３２年度までとし、限度額を表のとおり定めるものでございます。また、上三川町

いきいきプラザ指定管理者、これにつきましては、平成３０年度から５年間の指定管理契約を締結する

に当たり、平成２９年度に指定管理者の選定の必要がございますことから、期間を平成２９年度から平

成３４年度までとし、限度額を１１億４,１０５万２,０００円とし、上記金額のほか、光熱水費及び計

画修繕費の単価変動による増減額、並びに緊急修繕に係る費用と定める内容でございます。放課後児童

健全育成事業、これにつきましては、学童クラブ事業について平成３０年度から３年間の契約を締結す

るに当たりまして、平成２９年度に事業者の選定の必要があることから、期間を平成２９年度から平

成３２年度までとし、限度額を９,７７２万２,０００円と定めるものでございます。 

 次に、健康増進計画及び食育推進計画策定事業、これにつきましては、平成３０年度の計画書策定に

当たりまして、平成２９年度に住民アンケート調査を実施いたしますが、このアンケート調査は計画策

定書と関連性が深いため、一括して委託する業者の選定を行うため、期間を平成２９年度から平成３０

年度までとし、限度額を５６７万円と定めるものでございます。可燃ごみ収集運搬業務委託事業、これ

につきましては、平成２９年度末で収集運搬契約の期間が終了します。そのことから、平成２９年度に

収集運搬業者を選定する必要があるため、期間を平成２９年度から平成３０年度までとし、限度額

を４,４３９万３,０００円と定めるものでございます。次に、平成２９年度農業近代化利子補給（担い

手育成資金）から、平成２９年度農業経営基盤強化資金利子補給（スーパーＬ資金）、こちらにつきま

しては、利子補給事業について、記載のとおり、償還期限の期間、融資借入限度額に関する利率、及び

利子補給の限度額を、表のとおり、それぞれ定める内容でございます。上三川町農村環境改善センター

指定管理者及び上三川農産物加工所指定管理者、これにつきましては、平成２９年度末に指定管理の期

間が終了することから、平成２９年度に指定管理者を選定する必要があるため、期間を平成２９年度か
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ら平成３２年度までとし、限度額を表のとおり定める内容でございます。次に、学校給食センター空調

設備等事業、これにつきましては、平成３０年度から１０年間のリース契約を締結するに当たり、平

成２９年度にリース業者の選定の必要があることから、期間を平成２９年度から平成３９年度まで、限

度額を１億４６７万４,０００円と定めるものでございます。 

 次に、９ページをごらんいただきたいと思います。 

 第３表は地方債を定めるものでございます。地方債につきましては、歳入予算の第２０款町債におい

て内容の説明をさせていただいたところでございます。それらについて、地方自治法施行規則で規定さ

れている様式に基づきまして、起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方法を表のとおり定め

るものでございます。 

 以上で平成２９年度一般会計予算の説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 保険課長。 

○保険課長【海老原俊輔君】 それでは、１２７ページをお開き願います。議案第２４号「平成２９年

度上三川町国民健康保険事業特別会計予算」について説明いたします。 

 １３４ページ、１３５ページをお開き願います。 

 ２の歳入について、主なものをご説明いたします。 

 第１款第１項保険税、１目一般被保険者保険税、予算額７億３,２９１万２,０００円、対前年

比４.３％の減でございます。減額の理由につきましては、被保険者数の減少によるものでございます。

現年課税分としまして、１節医療費給付分が４億７,６７３万円、２節後期高齢者支援金分１

億３,９５９万円、３節介護納付金分５,３５９万２,０００円をそれぞれ計上するものでございま

す。２目退職被保険者等保険税、予算額２,４１２万４,０００円、対前年比で５０.８％の減でござい

ます。減額の理由につきましては、制度廃止に伴う被保険者数の減少によるものでございます。現年課

税分としましては、１節医療費給付分が１,５３４万５,０００円、２節後期高齢者支援金分が４３７

万１,０００円、３節介護納付金分２２０万８,０００円を計上するものでございます。 

 第４款国庫支出金、第１項国庫負担金、１目療養給付費等負担金、予算額５億６,５４０万１,０００

円につきましては、一般被保険者の医療給付費、後期高齢者支援金、介護納付金等を対象としたもので

ございます。 

 次のページ、１３６ページ、１３７ページをお開き願います。 

 第２項国庫補助金、１目財政調整交付金、予算額１億３６０万円につきましては、主に１節普通調整

交付金１億１６０万円で、医療給付費等の費用に対しまして、保険者間の医療費や所得格差等を全国レ

ベルで調整し交付されるものでございます。 

 第５款第１項１目療養給付費交付金、予算額９,４６０万１,０００円につきましては、退職被保険者

に係る医療給付費に対する支払基金からの交付金を見込むものでございます。 

 第６款第１項１目前期高齢者交付金、予算額７億３,５６０万１,０００円につきましては、６５歳か

ら７４歳までの前期高齢者の保険者間の人数の不均衡を調整するため、支払基金から交付される交付金

を見込むものでございます。 

 第７款県支出金、第１項県負担金、１目高額医療費共同事業負担金、予算額２,３４５万１,０００円
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につきましては、町が負担する高額医療共同事業拠出金の４分の１の額が県から交付されるものでござ

います。第２項県補助金、１目財政調整交付金、予算額１億４,２９０万円につきましては、医療給付

費等の費用に対しまして、保険者間の医療費や所得格差等を県レベルで調整し交付されるものでござい

ます。 

 第８款第１項１目共同事業交付金、予算額７,０００万円、２目保険財政共同安定化事業、予算額７

億２,３００万円につきましては、国保財政の安定化を図るため、国民健康保険団体連合会から交付さ

れる額を見込むものでございます。 

 次のページ、１３８ページ、１３９ページをお開き願います。 

 第１０款第１項繰入金、１目基金繰入金、予算額１億３,３００万円につきましては、歳出に対する

歳入予算の不足を基金から繰り入れるものでございます。２目一般会計繰入金、予算額２億２,２６９

万２,０００円につきましては、１節保険基盤安定繰入金の１億４,８６１万円、２節の職員給与費等繰

入金が５,７３８万円、３節出産育児一時金等繰入金が９８０万円となっております。 

 以上で歳入についての説明を終わります。 

 続きまして、１４０ページ、１４１ページをお開き願います。 

 ３の歳出について主なものをご説明いたします。 

 第１款第１項総務管理費、１目一般管理費、予算額５,０９８万６,０００円。主な支出につきまして

は、人件費及び事務費等でございます。 

 なお、本年度は第３期の特定健康診査等実施計画、保健事業実施計画の策定としまして、１３節委託

料に３６７万２,０００円を計上しております。 

 第２項徴税費、１目賦課徴収費、予算額５１９万円につきましては、国保税賦課徴収に係る事務経費

でございます。 

 次のページ、１４２ページ、１４３ページをお開き願います。 

 第２款保険給付費、第１項療養諸費につきましては、被保険者の療養給付費等に係る予算でございま

す。１目一般被保険者療養給付費から５目の審査支払手数料までの合計の予算額は、一番下の計の欄を

ごらん願いまして、昨年と比較しまして２.３％減の１８億９,４８２万２,０００円を見込むものでご

ざいます。第２項高額療養諸費につきましては、被保険者の高額療養費に係る予算で、１目の一般被保

険者高額療養費から４目の退職被保険者等高額介護合算療養費までの合計の予算額が、下の計の欄をご

らんいただきますが、昨年と比較しまして１.１％減になります２億５,０６６万１,０００円を見込む

ものでございます。第４項出産育児諸費、１目出産育児一時金、予算額１,４７０万円は、出産一時金

として１件４２万円で、３５件分を見込むものでございます。 

 次のページ、１４４、１４５ページをお開き願います。 

 第４款第１項１目介護納付金、予算額１億５,４７０万円につきましては、介護保険事業へ拠出する

第２号被保険者分の納付金でございます。 

 第５款第１項共同事業拠出金につきましては、国保財政の不安定を緩和するため交付される共同事業

交付金の財源として国保連合会へ拠出するもので、予算額は合計で８億４,４２９万１,０００円を計上

するものでございます。 
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 第６款第１項保健事業費、１目保健衛生普及費、予算額５１２万円。主なものにつきましては、１９

節負担金、補助及び交付金の４３５万円で、こちらは被保険者の人間ドック１５０人分を見込むもので

ございます。 

 次のページ、１４６ページ、１４７ページをお開き願います。 

 第９款第１項１目特定健康診査等費でございます。予算額１,３８０万４,０００円でございますが、

こちらの主なものとしましては、１３節委託料の１,１４２万８,０００円で、特定健康診査及び特定保

健指導に係る委託料でございます。 

 次のページ、１４８、１４９ページをお開き願います。 

 第１０款第１項１目後期高齢者支援金等、予算額４億８１３万４,０００円。こちらは後期高齢者医

療費に係る支援金として４億８１０万円、事務費拠出金として３万４,０００円を計上するものでござ

います。 

 以上で、平成２９年度上三川町国民健康保険特別会計予算の説明を終わります。 

 続きまして、１５７ページをお開き願います。 

 議案第２５号「平成２９年度上三川町介護保険事業特別会計予算」についてご説明いたします。 

 １６４ページ、１６５ページをお開き願います。 

 ２の歳入の主なものをご説明いたします。 

 第１款保険料、第１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料、予算額４億３,１７６万７,０００円、

対前年比３.９％の増となります。増額の理由につきましては、被保険者数の増によるものでございま

す。保険料の主なものとしまして、１節の現年度分特別徴収保険料が３億９,１９９万８,０００円、２

節の現年度分普通徴収保険料の３,７９８万９,０００円でございます。 

 第４款国庫支出金、第１項国庫負担金、１目介護給付費負担金、予算額３億２,１２５万５,０００円

につきましては、介護給付費に対する国庫負担金でございます。第２項国庫補助金、１目調整交付金、

予算額５,９８４万９,０００円につきましては、介護給付費のうちの３.３４％を見込んで計上したも

のでございます。２目地域支援介護予防事業交付金、予算額１,０８１万２,０００円につきましては、

対象事業費の２５％を計上しております。３目地域支援包括的支援事業等交付金１,８４３万２,０００

円につきましては、やはり対象事業費のうちの３９％を計上するものでございます。 

 第５款第１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金、予算額５億１７３万１,０００円につきまし

ては、介護給付費の２８％に相当する金額を計上したものでございます。 

 第６款県支出金、第１項県負担金、１目介護給付費負担金、予算額２億６,１１１万２,０００円につ

きましては、介護給付費に対する県負担金でございます。 

 次のページ、１６６、１６７ページをお開き願います。 

 第２項県補助金、１目地域支援介護予防事業交付金、予算額５４０万６,０００円につきましては、

介護予防日常生活支援総合事業費の１２.５％を計上しております。２目地域支援包括的支援事業等交

付金９２１万６,０００円につきましては、やはり対象事業の１９.５％を計上したものでございます。 

 第８款繰入金、第１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金、予算額２億２,３９８万８,０００円

につきましては、介護給付費総額の１２.５％を計上したものでございます。５目その他一般会計繰入
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金、予算額７,３６６万９,０００円につきましては、１節の職員給与費等繰入金３,０９２万４,０００

円、２節事務費繰入金が２,９３５万１,０００円、３節その他事業繰入金として１,３３９万４,０００

円を、それぞれ計上したものでございます。第２項基金繰入金、１目介護給付費準備基金繰入金９３９

万１,０００円につきましては、歳出に対する歳入予算の不足分を準備基金から繰り入れるものでござ

います。 

 以上で歳入の説明を終わります。 

 次の、１７０、１７１ページをお開き願います。 

 ３の歳出の主なものについてご説明いたします。 

 第１款総務費、第１項総務管理費、１目一般管理費、予算額３,６６９万６,０００円につきましては、

人件費、事務費等でございます。また、本年度は第７期高齢者支援計画・介護保険計画の策定としまし

て、１３節委託料に１７２万８,０００円を計上しております。第２項徴収費、１目賦課徴収費、予算

額１７２万７,０００円につきましては、介護保険料の賦課徴収に係る経費でございます。第３項１目

介護認定審査会費、予算額５１８万９,０００円につきましては、主に介護認定審査会委員２６人分の

報酬等でございます。２目認定調査等費、予算額１,５４０万６,０００円の主なものにつきましては、

介護認定調査員４人分の報酬等でございます。 

 次の１７２、１７３ページをお開き願います。 

 第２款保険給付費、第１項介護サービス等諸費、下の計の欄をごらんいただきたいのですが、予算額

の合計１６億５,０７９万９,０００円につきましては、要介護１から要介護５の方への介護サービスに

係る経費を計上しております。第２項介護予防サービス等諸費につきましては、次のページ、１７４ペ

ージ、１７５ページをお開き願いまして、一番下の計の欄でございますが、合計予算額の２,５９９

万２,０００円につきましては、要支援１及び要支援２の方への介護予防サービスに係る経費を計上し

ております。第４項高額介護サービス等費、１目高額介護サービス費、予算額３,３６４万２,０００円

につきましては、介護保険サービスの個人負担分が限度額を超えた場合に給付する経費でございます。

第５項高額医療合算介護サービス等費、１目高額医療合算介護サービス費、予算額３６７万３,０００

円につきましては、世帯内で医療と介護の両制度において自己負担の合計が一定の限度額を超えた場合

に支給するものでございます。 

 次のページ、１７６ページ、１７７ページをお開き願います。 

 第６項特定入所者介護サービス等費、１目特定入所者介護サービス費、予算額７,５９５万３,０００

円につきましては、低所得入所者の負担軽減措置に対する経費でございます。 

 第３款地域支援事業費、第１項介護予防・日常生活支援総合事業費、１目介護予防・生活支援サービ

ス事業、予算額３,８７５万９,０００円。こちらの主なものとしましては、１９節負担金３,２３５

万３,０００円で、訪問介護、通所介護等のサービスに係る経費でございます。２目の一般介護予防事

業７２６万円。主なものは、１３節委託料の介護予防事業に係る経費でございます。第２項１目包括的

支援事業費、予算額５,７９３万９,０００円の主なものにつきましては、１３節委託料４,０８６万円、

主に在宅介護支援センター３カ所への事業委託料、及び地域包括支援センターへの各種包括事業委託費

でございます。 
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 次のページ、１７８ページ、１７９ページをお開き願います。 

 １９節負担金、補助及び交付金１,０５０万円は、寝たきり高齢者等の介護手当交付金でございます。 

 以上で、平成２９年度上三川町介護保険事業特別会計予算の説明を終わります。 

 １８９ページをお開き願います。議案第２６号「平成２９年度上三川町後期高齢者医療特別会計予

算」についてご説明いたします。 

 １９６、１９７ページをお開き願います。 

 ２の歳入の主なものについてご説明いたします。 

 第１款第１項１目保険料、予算額１億６,４４５万７,０００円。主なものは、１節の現年度分特別徴

収保険料１億４３４万５,０００円。２節の現年度分普通徴収保険料として５,９４６万２,０００円で

ございます。 

 第３款繰入金、第１項一般会計繰入金、１目事務費繰入金、予算額１,２６７万６,０００円につきま

しては、事務費並びに賦課徴収費に係る経費について一般会計から繰り入れを行うものでございま

す。２目保険基盤安定繰入金、予算額５,０５１万９,０００円につきましては、低所得者に対する保険

料の軽減分を繰り入れるものでございます。 

 以上で歳入の説明を終わります。 

 １９８ページ、１９９ページをお開き願います。 

 ３の歳出の主なものをご説明いたします。 

 第１款総務費、第１項総務管理費、１目一般管理費、予算額１,１７２万２,０００円につきましては、

人件費及び事務費等でございます。第２項徴収費、１目賦課徴収費、予算額１５１万４,０００円につ

きましては、賦課徴収に係る事務経費でございます。 

 第２款第１項１目後期高齢者広域連合納付金、予算額２億１,６２４万８,０００円につきましては、

保険料並びに保険基盤安定繰入金の合計を納付額として計上したものでございます。 

 以上で、平成２９年度上三川町後期高齢者医療特別会計予算の説明を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 会議途中ですが、昼食のため休憩いたします。午後１時より再開いたします。 

午前１１時５０分 休憩 

 

午後１時００分 再開 

○議長【津野田重一君】 休憩前に復しまして会議を再開いたします。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 上下水道課長。 

○上下水道課長【小林 実君】 それでは、上下水道課所管の当初予算についてご説明させていただき

ます。 

 予算書の２１６、２１７ページをお開きください。 

 議案第２７号「平成２９年度上三川町公共下水道事業特別会計予算」についてご説明いたします。 

 まず、歳入でございます。 
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 第１款第１項１目下水道事業費負担金、予算額１,８１１万２,０００円につきましては、主に１節の

受益者負担金で、現年度と過年度賦課分、合わせて９８件分を見込むものでございます。 

 第２款第１項１目下水道使用料、予算額２億９,０４０万円につきましては、主に１節の下水道使用

料で、接続件数約７,９００件分の使用料を見込むものでございます。 

 第３款第１項１目公共下水道補助金、予算額１億５,２６３万８,０００円につきましては、下水道整

備に伴う社会資本整備総合交付金でございます。 

 第４款第１項１目一般会計繰入金、予算額４億８,９１５万３,０００円につきましては、歳出予算の

財源不足を補填するための一般会計からの繰入金でございます。 

 第５款第１項１目繰越金、予算額１,０００万円につきましては、前年度からの繰越金を計上したも

のでございます。 

 第６款諸収入は、第１項、２項とも科目存置でございます。 

 次のページ、２１８、２１９ページをお開きください。 

 第７款第１項１目公共下水道事業債、予算額１億５,９５０万円、及び２目流域下水道事業債、予算

額１,２３０万円、及び３目特定環境保全公共下水道事業債、予算額６,８４０万円につきましては、い

ずれも起債対象事業費に対する起債額を計上するものでございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 ２２０、２２１ページをお開きください。 

 第１款第１項総務管理費、１目一般管理費、予算額５,４６４万１,０００円の主なものといたしまし

て、１３節委託料２,４４１万７,０００円は、下水道使用料徴収事務の水道事業会計への委託料、及び

公共下水道事業会計の公営企業法適用に伴う資産調査等の業務委託でございます。 

 第２款第１項下水道事業費、１目管渠管理費、予算額５,７０６万８,０００円でございます。主な内

容としまして、１５節工事請負費２,３００万円のうち２,０００万円につきましては、ゆうきが丘団地

内の不明水対策工事でございます。 

 次のページ、２２２、２２３ページをお開き願います。 

 ２目公共下水道費、予算額３億３,０７８万７,０００円。主なものといたしましては、１５節工事請

負費５,１９０万６,０００円は、富士山地区、上梁地区、多功地区等の管路布設工事、並びに路面復旧

工事でございます。３目特定環境保全公共下水道費、予算額１億５０万円。主な内容につきまして

は、１５節工事請負費の８,０６０万円は、石田地区の管路布設工事並びに路面復旧工事でございます。 

 第３款第１項流域下水道費、１目流域下水道費、予算額１億５,２２１万６,０００円につきまして

は、１９節負担金、補助及び交付金で、主に流域下水道中央処理区への維持管理費１億３,９６９

万４,０００円の負担金等でございます。 

 第４款第１項公債費、１目元金、予算額３億９,６７１万円、及び２目利子、予算額１億７５９

万８,０００円につきましては、地方債の償還金でございます。 

 次のページ、２２４、２２５ページをお開きください。 

 第５款予備費は１４８万円を計上するものでございます。 

 続きまして、ページを戻りまして２１２ページをお開きください。 
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 第２表債務負担行為でございますが、平成２９年度水洗便所改造資金利子補給について定めるもので

ございます。期間を平成３０年度から平成３２年度までとし、限度額を１件当たり５０万円以内の借入

金額に対し、年利３.５％、２２万５,０００円と定めるものでございます。 

 次に、下の第３表地方債でございますが、起債の目的は、１の公共下水道事業として限度額１

億５,９５０万円、２の流域下水道事業として限度額１,２３０万円、３の特定環境保全公共下水道事業

として限度額６,８４０万円、計２億４,０２０万円と定めるものでございます。起債の方法、利率、償

還の方法につきましては一般会計と同様でございます。 

 以上で公共下水道事業特別会計予算の説明を終わります。 

 次に、予算書の２４２、２４３ページをお開きください。 

 議案第２８号「平成２９年度上三川町農業集落排水事業特別会計予算」についてご説明いたします。 

 まず、歳入でございます。 

 第１款第１項１目農業集落排水事業分担金、予算額１１４万円につきましては、新規加入分と過年度

賦課分を見込み計上をいたしました。 

 第２款第１項１目農業集落排水使用料、予算額５,１８０万円につきましては、使用者約１,４００世

帯分の使用料を見込み計上いたしました。同じく２項手数料、１目農業集落排水手数料２万１,０００

円につきましては、排水設備工事に関する手数料でございます。 

 第３款第１項１目一般会計繰入金、予算額２億５,９０３万８,０００円につきましては、歳出予算の

財源不足を補填するため一般会計から見込むものでございます。 

 第４款第１項１目繰越金、予算額３００万円につきましては、前年度からの繰越金を計上したもので

ございます。 

 第５款諸収入は、第１項町預金利子及び第２項雑入とも科目存置でございます。 

 続きまして、歳出についてご説明いたします。 

 ２４４、２４５ページをお開きください。 

 第１款第１項１目一般管理費、予算額２,２９１万３,０００円で、主な内容は、２７節公課費８００

万円は、消費税の支払額でございます。第２項１目施設管理費、予算額６,７９０万６,０００円につき

ましては、１１節需用費の中の光熱水費２,４１２万８,０００円、１２節役務費２,０９７万１,０００

円、１３節委託料１,８６４万４,０００円は、４カ所の処理場に係る経費でございます。第３項１目農

業集落排水事業建設事業費、予算額１,７００万円につきましては、１５節工事請負費として南部地区

の路面復旧工事、農業集落排水内の管渠整備でございます。 

 次のページ、２４６、２４７ページをお開きください。 

 次に、第２款第１項１目元金、予算額１億４,５７８万円、及び２目利子、予算額６,００８

万５,０００円につきましては、地方債の償還金でございます。 

 第３款予備費は、１３１万６,０００円を計上するものでございます。 

 続きまして、ページを戻りまして、２３８ページをお開きください。 

 第２表債務負担行為についてご説明いたします。 

 平成２９年度の水洗便所改造資金利子補給について定めるものでございますが、期間を平成３０年度



63 

から平成３２年度までとし、限度額を１件当たり５０万円以内の借り入れに対し、年利３.５％、２２

万５,０００円と定めるものでございます。 

 以上で、農業集落排水事業特別会計予算の説明を終わります。 

 次に、予算書の２５７ページをお開きください。 

 「平成２９年度上三川町水道事業会計予算」についてご説明いたします。 

 第２条の業務の予定量でございますが、給水人口２万７,７００人、年間総給水量３１９万３,０００

立方メートル、１日平均給水量８,７４８立方メートル、主な建設改良事業として排水管布設工事１

億３,２６０万円を予定するものでございます。 

 第３条、収益的収入及び支出の予定額でございますが、これは当年度の営業活動に伴い発生すると予

想される全ての収益、全ての費用を計上するものでございます。収入につきましては、水道料金収入が

主でございます。第１項営業収益４億７,０２８万６,０００円と、第２項営業外収益１億２,９９７

万９,０００円等を合計いたしまして、総額６億２６万７,０００円を予定しております。 

 支出につきましては、総額５億７,３５２万円を予定しております。主に施設維持管理費、人件費、

減価償却費、起債利子償還等でございます。 

 次に、第４条の資本的収入及び支出でございますが、これは水道施設の整備充実を図るための経費で

ございます。収入総額７,８０５万８,０００円を予定するものでございます。内訳でございますが、出

資金５,３９５万５,０００円、次のページ、２５８ページをお開きください。 

 負担金２,４１０万円でございます。支出は、総額２億８,８５５万２,０００円を予定しております。

第１項建設改良費１億５,５２２万４,０００円は、主に排水管の整備工事、その他舗装復旧工事等でご

ざいます。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額、２億１,０４９万４,０００円につきまして

は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額８８８万５,０００円、過年度分損益勘定留保資

金２億１６０万９,０００円を補填するものでございます。 

 第５条、一時借入金につきましては、限度額を１億円と定めるものでございます。 

 第６条は、予定支出の各項の経費の金額を流用できる場合について定めるものでございます。 

 第７条は、議会の議決を経なければ流用することができない経費として、職員給与費４,００２万円

を定めるものでございます。 

 第８条は、他会計からの補助金で、一般会計から受ける補助金額を４,１６２万９,０００円とするも

のでございます。 

 第９条は、棚卸資産購入限度額を５８６万２,０００円と定めるものでございます。 

 次に、２７２ページをお開きください。 

 平成２９年度上三川町水道事業予定キャッシュフロー計算書についてご説明いたします。 

 キャッシュフロー計算書とは財務諸表の一つで、会計期間内の資金の動きをあらわしたものです。 

 表にございますように、まず、１の業務活動でございますが、営業能力を維持するためにどの程度の

資金を主たる営業活動から獲得したかを示す必要な情報でございます。例えば、収入で言いますと、料

金収入、支出で例えますと維持管理費などでございます。業務活動によるキャッシュフローは、一番下
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にありますように、計としまして２億８,４７６万８,０００円を見込みます。 

 次に、２の投資活動でございますが、将来の利益及び資金獲得のための設備投資にどの程度の資金を

投入したか、また投下した資金をどの程度回収したかを示す情報でございます。例えれば、建設改良費

に係る負担金収入、排水工事の支出などでございます。投資活動によるキャッシュフローは、一番下に

ありますように、計としましてマイナス１億１,９７０万８,０００円を見込みます。 

 次に３の財政活動でございますが、こちらにつきましては、営業活動及び投資活動を維持するために

どの程度の資金が調達され、また、どの程度の資金が資本の提供者に返済されたかを示す情報、例えれ

ば、起債の借り入れ、起債の元金償還などが該当します。財政活動によるキャッシュフローは、一番下

にありますように、計としましてマイナス７,６３７万３,０００円を見込みます。業務活動で得た資

金２億８,４７６万８,０００円を、投資活動並びに財政活動に投入し差し引いた額、４の資金増減

額８,８６８万７,０００円が、平成２９年度中に見込まれる現金の増加で、平成２８年度見込残高と合

わせまして、平成２９年度末残高として、６の資金期末残高１９億７,８８２万円を見込んでございま

す。 

 続きまして、右側の２７３ページをごらんください。 

 平成２９年度上三川町水道事業予定損益計算書でございます。この表につきましては、その事業年度

の終わりに予想されます経営成績を損益計算書の形であらわしたものでございます。１、営業収益か

ら２の営業費用を差し引いた営業利益につきましては、右端の列、一番上の行になりますが、マイナ

ス５,７７７万８,０００円を見込んでございます。 

 ３の営業外収益から４の営業外費用を差し引きました利益は、右端の列の上から２行目８,６５９

万８,０００円を見込んでおります。これらの利益を合計した経常利益は、右端の列、上から３行

目、２,８８２万円を見込んでおります。この経常利益から６の特別損失２０万円を差し引いたものが

当年度純利益でございます。右端の列の下から２行目、２,８６２万円を見込むものでございます。 

 続きまして、２７４ページをお開きください。 

 平成２９年度上三川町水道事業予定貸借対照表でございますが、この表につきましては、平成２９年

度末におきます水道事業の財政状況を明らかにするため、資産、負債及び資本を総括的にあらわしたも

のでございます。 

 まず、資産の部でございますが、１の固定資産の合計、右端の１行目でございますが、７６

億６,７３１万１,０００円でございます。主なものにつきましては、ウの構築物で、２列目の３行

目、６６億３３４万円でございます。 

 次に、２の流動資産でございますが、流動資産の合計は、右端の２行目、２０億２,１１４万円で、

主なものにつきましては、（１）の現金及び預金でございます。固定資産と流動資産を合わせた資産合

計は、右端の列の一番下の二重下線、９６億８,８４５万１,０００円となる見込みでございます。 

 次に、２７５ページの負債の部でございますが、３の固定負債、４の流動負債、及び５の繰延収益を

合わせました負債合計は、右端の列、上から４行目、３３億３,０１６万５,０００円を見込むものでご

ざいます。 

 資本の部につきましては、６の資本金の合計は、右端の列、上から５行目でございますが、５５
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億１３７万９,０００円でございます。 

 ７の剰余金の合計でございますが、右端の列、下から３行目、８億５,６９０万７,０００円で、資本

剰余金と利益剰余金を合わせたものでございます。また、負債合計と資本合計を合わせました負債資本

合計につきましては、右端の列、一番下の行、二重下線でございますが、９６億８,８４５万１,０００

円となりまして、前ページ、２７４ページの資産の合計と一致するものでございます。 

 以上で水道事業会計予算の説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 提案理由の説明が終わりました。これから質疑に入るわけですが、質疑の後、

本議案については、条例等とあわせて、前日配付の付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託いたし

ますので、質疑の内容につきましては努めて基本的な事項としてください。 

 なお、所属する委員会の内容につきましては、委員会において質疑をお願いいたします。 

 最初に、議案第２３号「平成２９年度上三川町一般会計予算」についての質疑をお願いいたしま

す。６番、志鳥勝則君。 

○６番【志鳥勝則君】 それでは、予算書の２６、２７ページについて質問させていただきます。

第１９款諸収入、第３項貸付金元利収入、２目住宅新築資金貸付等元利収入でございますが、これらの

予算につきましては、収入見込み１２万１,０００円となっております。ところが、平成２７年度の決

算書を参考にしてみますと、調定額が３,０５０万１,９４６円、収入済額が１０万円、収入未済額

が３,０４１万９,０４６円となっております。私は、この収入、２９年度予算について、もう少

し、１,０００万、あるいは１,５００万単位の収入が見込めるのが本来じゃないかと思いますが、毎年

度の決算書を見るとこのような形の見込みしかなっておりません。これらの貸付実態と徴収努力がどの

ようになっているのか、これがまず１点目として。 

 そして、予算書の８７ページ、８款土木費、第５項住宅費、１目住宅管理費でございますが、この中

で１３節の委託料、空き家対策推進費６４８万円というこの予算の内容と、以前に行っておりました空

き家対策の調査についてお伺いいたします。 

○議長【津野田重一君】 執行部の答弁を求めます。福祉課長。 

○福祉課長【川島信一君】 新築貸付資金についてご説明いたします。こちらにつきましては、住宅新

築貸付資金については、貸し付けのほうは５名の方にまだ残っております。住宅改修資金については１

名の方、宅地取得資金については、こちら６名の方です。こちらについては、訪問等により状況等調査

も行っている中で、なかなか、所得が少ないからというようなことで返済のほうが滞っているような状

況であります。今後も、もう少しよく話をして、徴収のほうを上げていきたいところですが、貸し付け

している相手方の生活状況もありますので、今のような状況になっている状況です。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 建築課長。 

○建築課長【川島勝也君】 空き家対策推進費につきましては、昨年の１１月から１２月にかけまして、

各自治会の協力を得まして、空き家と思われる建物の調査を依頼いたしました。その報告をいただいた

建物につきまして、今回、現地調査等を実施いたしまして、空き家である確認、あと、空き家マップ等

の作成、データベース化などを行うものでございます。 
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 以上です。 

○議長【津野田重一君】 ６番、志鳥勝則君。 

○６番【志鳥勝則君】 まず、住宅新築資金の貸付等元利収入について再度、質問いたします。多分、

この資金を貸し付けたのは、もう過去３０年、あるいは４０年近い前の貸し付けだと私は想定しており

ます。そうした中で、どのような相手方に対する督促、あるいは催告をしているかどうかわかりません

が、多分、法律上から言うと時効になっているものがほとんどだと思います。その辺のところはどうな

っているかお聞きしたいと思います。それと、時効になっていたとしたらば、債務者のほうから時効の

援用の申し出が出た場合には、これはもう徴収できる金額じゃなくて、もう徴収できない金額というふ

うなことになると思いますけれども、その辺のところをどう内容を把握しているか、お伺いいたします。 

 それと、空き家対策のほうの予算でございますけども、これからますます空き家が増える状況下に世

の中がなっております。こうした中で、この調査費を十分有効に今後とも使えるよう担当課として努力

していってもらえればなというふうに希望しております。 

 空き家対策については以上で結構です。住宅新築資金のことについて、答弁をお願いしたいと思いま

す。 

○議長【津野田重一君】 福祉課長。 

○福祉課長【川島信一君】 済みませんが、詳細についての資料はちょっと今、手元にありませんので、

後日、回答いたします。 

○議長【津野田重一君】 よろしいでしょうか。志鳥勝則君。 

○６番【志鳥勝則君】 はい。多分この住宅新築資金借り入れのこの予算書をこのままにしていくと、

恐らく、あと５０年たっても、６０年たっても今のような状況の取り扱いでは予算書に残ってきちゃう

んじゃないかと思います。もう既に時効になっているものもあるかと思いますが、税法で言う不納欠損

処分的なものをしていかないと、延々としてこれが残ってしまうと思います。催告を出してから時効の

延長が６カ月できるとありますけども、この間に裁判所に調停の申し立てみたいなものを相手側からさ

れる、あるいは、時効の援用をされるということになると、当然、この予算貸付金はちゃらになってく

ると思います。その辺のところ十分調査しながら、この不名誉な予算をここから削除できるものならば、

していったほうがいいのかなというふうに思います。 

 以上で質問を終わります。 

○議長【津野田重一君】 答弁はよろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 はい。１４番、稲葉 弘君。 

○１４番【稲葉 弘君】 １４ページなんですけども、町税の中で、個人、法人ありますけれども、個

人町民税ということで比較で５,４００万円、法人で５億６,０００万円ということで減額になっていま

すけれども、増えたところと減ったところの理由ですね、どういう理由でこういうことになったのかと

いうこと、それをお聞きしたいと思います。 

 それと、１６ページなんですけれども、地方交付税ということで、前年度と比較しまして２

億８,３００万円出ていますけれども、やはり不足分をこれで補う、あとの残った分は税収で入るとい
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うことで、そういう理解でよろしいんでしょうか、それが１点です。 

 それともう１点は、教育関係なんですけども、第３子以降子育て支援事業ということで。 

○議長【津野田重一君】 済みません、ページ数は？ 

○１４番【稲葉 弘君】 ページ数はちょっとわからないですけど、こっちの、２９年度上三川町予算

案の資料の中で聞きたいんですけど、この中で、第３子以降子育て支援事業ということで、幼稚園の授

業料の助成ということで９４７万７,０００円、出していますけれども、これ、１人当たり幾らで対象

者は何人ぐらいなのかということで、出ると思うんですけど、それをお聞きしたいということと、その

下なんですけども、適応指導教室の事業ということで、不登校ですね、ということで今度予算がついた

んですけども、５４３万２,０００円ということで、この内容ですね、どのぐらいの不登校がいるのか、

それをお聞きしたいと思います。 

 それとあともう一つ、小学校、中学校の特別教育指導員ということで、また特別支援補助員というこ

とで２,７００万円、そしてまた中学校では１,３００万円計上していますけれども、この仕事の内容を

ですね、お聞きしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長【津野田重一君】 執行部の答弁を求めます。税務課長。 

○税務課長【伊澤幸延君】 ご質問の１点目、１４ページの町税の個人と法人の伸び及び減額でござい

ますが、個人のほうの伸びにつきましては、給与所得の増加を見込んで５,４００万円を見込んだもの

でございます。法人のほうの５億６,０００万円の減につきましては、２７年度に法人税の２分の１の

予定納税があり、２８年度当初にその２分の１を計上しておったところですが、２９年度におきまして

は、その予定納税がなくなったために予算の減額となったものでございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 企画課長。 

○企画課長【秋山正徳君】 ２点目のご質問についてお答えします。ページ数で言うと１６、１７でご

ざいますか。地方交付税のほうでございます。これにつきましては、税務課長の答弁にも関連いたしま

すが、２９年度の町税の見込みが、法人町民税のほうで先ほど話がありましたとおり５億６,０００万

円の減だということになっております。そういったことに伴いまして、２９年度については、２８年度

は普通交付税はいただいておりませんが、もらえる見込みとなりました。不足分については普通交付税

と、２９ページをお開きいただきたいと思います。財源について不足分については、当初予算において

は、第２０款町債の７目臨時財政対策債、来年度、２９年度には３億円を見込むものでございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 執行部の答弁を求めます。教育総務課長。 

○教育総務課長【枝 淑子君】 それでは、私のほうからは適応指導教室事業の件についてお答えした

いと思います。適応指導教室におきましては、学校不適応の児童生徒に対する学校生活復帰支援を行っ

ている事業でございまして、現在、図書館の南館の２階で「オアシス」という教室を開いて支援に当た

っているものでございます。現在は小学生２名、中学生７名、合計９名の児童生徒が通級しております。

この人数につきましては、日々変動が起こるものでございます。 

 続きまして、特別教育指導員についてでございますが、こちらにつきましては、小学校及び中学校に
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おきまして、学級運営改善事業の中で、集団ではなかなか授業についていけないお子さんについて、個

別での指導を実施するために個別の支援教室というのを各小中学校に設置しまして、そこの指導に当た

る先生、指導員のことになります。 

 以上で説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 １４番、稲葉 弘君、幼稚園ですか、それは所管ですから常任委員会の質疑

にしてください。幼稚園費の中の第３子以降のやつですから、所管です、はい。 

 ほかにございませんか。１０番、勝山修輔君。 

○１０番【勝山修輔君】 私、ちょっとわからないことで申しわけないんですが、予算書の８ページの

いきいきプラザの指定管理者の１１億４,１００ということと、上三川農村環境改善センター、４年間

の１,４００万と加工所の３３０万円というのが、なぜこれがここに載っているのか、私にわかるよう

に、申しわけないんですが、説明していただけますか。 

 それともう一つですね、予算書の２３ページに、弁護士相談料ということで７７万８,０００円かか

っているんですが、これを１カ月に直すと４万６,０００円ぐらいの費用がかかっているはずです。こ

れで何件の相談をしている顧問料なんでしょうか、その説明と。 

（「予算をやっているんだから、かかる予定なんだから、予算なんだから」の声あり） 

○１０番【勝山修輔君】 ああ、そうか、わかった、ごめんなさい。それと、この予算書に全ての電算

処理、電算処理というのが全てに載ってくるんですが、この電算処理というのは、いつになったらこの

金額が少なくなるような方法はあるんでしょうかね。これの合計が、私の以前、議会の質問でしてから

増えていくんです、どんどん。だから、この予算書でどんどん増えていっちゃうんですが、その辺の説

明をお願いできますか。 

 それから、ネットワーク費用ということで計上しているんですが、このネットワークは予算を組むの

は結構なんですが、何をするためにこんだけの高額なネットって、あっちにもこっちにも出てくるんで

すが、それはどうしてそういうふうに分けられるのか、説明願えますか。 

 それともう一つ、５１ページのいきいきプラザの消費量ということと、委託料の上にある、これは何

の消費をしているんでしょうか。私には消費する理由が理解できないんですが、消耗品の理由がわから

ないんです、委託料を払っているほかに消耗品が出てくるんでしょうか、その説明をちょっとお願いで

きますか。 

○議長【津野田重一君】 電算処理とネットワークの件について、企画課長。 

○企画課長【秋山正徳君】 電算処理とネットワークについてのご質問にお答えします。まず、電算処

理がどうして増えているかということでございますが、庁内で行っている事務事業につきましては、ほ

とんどのものが電算で処理を行っている。さらに、今回のマイナンバーにかかりまして、個人情報の保

護、セキュリティの強靱化ということで電算のほうは処理がかかってきているような状況でございます。 

 それともう１点なんですが、議員さんのほうで、何でいろいろな課のほうにその電算処理の費用が上

がっているかということでよかったですか。 

（「はい」の声あり） 

○企画課長【秋山正徳君】 それにつきましては、各業務ごとに予算書というものが分けてございます。
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そういったことでありますので、その業務ごと、業務の内容ごとに予算が計上されているというような

内容でございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 勝山議員、８ページは所管なんですよ、いきいきプラザが。ですから委員会

のほうでお願いいたします。 

（「改善センターも」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 改善センターも同じです。１０番、勝山修輔君。 

○１０番【勝山修輔君】 今、聞いていました、前年度の顧問料についてどれだけの件数で、どれだけ

の費用があったのか、これだけ予算化する理由がまだ私には納得できないのですが。３３ページ。答え

をもらっていないんですが。 

○議長【津野田重一君】 ３３ページの何ですか。 

○１０番【勝山修輔君】 弁護士の顧問料が、去年は幾らあって、ことしこれだけの予算を組んだんで

すか、答えをもらっていないんですがと言っているんです、質問になっちゃうでしょう、これ、立って

いるんだから。だから、去年は幾らの予算で何件あったかということを報告してくださいと、だからこ

としもこれだけ見たんですよということでしょう？ 

○議長【津野田重一君】 総務課長。 

○総務課長【田中文雄君】 一般管理費、１３節委託料、弁護士相談料７７万８,０００円の予算かと

思います。こちらにつきましては、弁護士２人を年間通して相談料として契約しているものでございま

す。１人につきましては、一般的なさまざまな弁護士の相談、もう一人につきましては、行政対象暴力

等に関しての専門家ということで２人の弁護士を年間で契約しているものでございます。 

（「それには何件、相談したんですかと聞いているんです、だからこんだけの予算を組んだんですかと

聞いているんです」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 去年は何件あったからこのような予算になったかと。 

○総務課長【田中文雄君】 お二人の年間の契約料ですので、こちらの７７万８,０００円については

個別の相談料ではございません。年間の委託料ということでご理解いただきたいと思います。 

 なお、２８年度につきましては、まだ年度が終わっておりませんが、相談として、おのおのの弁護士

に対して何件かございます。現在、手元には正確な数字はございませんので、数字についてはご報告は

控えたいと思います。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 ほかにございませんか。１０番、勝山修輔君。 

○１０番【勝山修輔君】 それじゃ聞きますが、相談を何件したかということがなくて、ただ、しなく

ても予算化して、去年もそんだけのお金を払っているということですか。それとも、相談をした件数が

出てこないということはおかしいでしょう？ きょうあったかどうかわかりませんけど、今までにあっ

たことがわからないことはないでしょう？ 何課で何を相談したかということを明確にできないはずな

いでしょう？ そのための顧問料なんだから。あなた、顧問料の予算は何にもしなくてただ払っている

だけなの？ 
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○議長【津野田重一君】 総務課長。 

○総務課長【田中文雄君】 はい、２８年度、ご相談は何件か受けております。ただ、決算ではござい

ませんので、その資料はただいまお持ちしておりません。あやふやな数字の回答は控えたいと思います。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 よろしいでしょうか。１番、篠塚啓一君。 

○１番【篠塚啓一君】 素朴な疑問というか、ちょっと要望なんですけれど、この２日間、予算書をい

ろいろ説明を受けたんですけれど、どの科目も、例えば、３８ページの８目企画費で、前年と比較する

と３,２００万円減になっていたり、あとは、例えば９４ページ、学校管理費７億５,２３８

万７,０００円の減ということで、説明をされる方によっては、学校管理費のほうであれば、上小の体

育館の整備が終わったということで７億５,２００万何がしの減になりましたという説明があったんで

すけれど、その前に言った企画費のほうでは、特にどういったことでこの３,２００万円の減があった

のかというのが説明がない、それがほとんどだったと思うんですよ。これ、今からまたやり直してくれ

なんていうことは言えないので、ぜひ来年度からは、そういう増減、どういったものが原因で大きく減

があったのかとか、増があったのかというのを説明していただけると、こちらとしてはすごく助かるん

ですけれど、ぜひお願いします。 

○議長【津野田重一君】 あくまでも要望ですね。 

（「はい」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 答弁は必要ないですね？ 

（「はい、ないです」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 ９番、石﨑幸寛君。 

○９番【石﨑幸寛君】 私もちょっと聞きたいことがあったんですが、８８ページ、聞き逃したのかも

しれませんけれど、一番下の災害対策費７,７８９万４,０００円の減といいますか、それを教えてくだ

さい。 

○議長【津野田重一君】 総務課長。 

○総務課長【田中文雄君】 災害対策費の減でございますが、こちらつきましては、平成２８年

度、２９年度もございますが、防災行政無線の設置が２９年度、２年でございます。１年目、同じ行政

無線のほうで、済みません、正確な数字は現在お持ちしていませんが、１億からの予算がございました。

その減の分でございます。 

（「それね、はい、わかりました」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 １２番、稲見敏夫君。 

○１２番【稲見敏夫君】 まず最初に５３ページです。老人福祉費のほうの１９節負担金、補助の高齢

者福祉施設整備事業ということで１億４,３４０万、この補助が出ていますが、これはどこの事業所に

ですね、交付して、どんな内容の事業をするのか、質問をいたします。 

 また、５７ページですね、やっぱり負担金補助で保育園ですね、保育所設置費助成ということで１

億９,８９０万円、これは当然、大山保育所跡地なんですが、この事業所名とですね、その規模、これ

によってですね、待機児童がどのぐらい減るのか、その辺わかりましたらお願いしたいと思います。 
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 あともう１点、７５ページの、やっぱり農業再生対策推進費ということで１９節の負担金、補助、こ

れは農業再生協議会のほうに２,０００万円ぐらいの補助を出しているんですが、昨日、減額補正をし

ているわけです、この再生対策費ということで。この内容をですね、少し、今年もまた同じような金額

で出ていまして、また減額になるような可能性がありますからですね、対策協議会のほうでその内容を

ですね、十分精査しながら、この補助金を有効に使っていただければありがたいと思います。その３点、

よろしくお願いします。 

○議長【津野田重一君】 執行部の答弁を求めます。保険課長。 

○保険課長【海老原俊輔君】 まず、１点目の高齢者の福祉施設整備事業の内容についてご説明いたし

ます。こちらは、地域密着型の介護老人施設でございます。一般的な特別養護老人ホームというのが広

域型で、人数も多い施設が一般的にあるんですが、地域密着型ということで、定員が２９名ということ

で、町民の方だけを対象にした施設でございます。また、併設しまして、認知症のデイサービスセンタ

ーの設置もあわせて、定員１２名という施設を想定しております。 

 なお、この施設の建設事業所としましては、社団法人の順仁会、わかりやすく言いますと、ふじやま

の里を運営されている法人でございます。 

 よろしいでしょうか、以上です。 

○議長【津野田重一君】 福祉課長。 

○福祉課長【川島信一君】 続きまして、５７ページの保育所設置費助成についてですけども、こちら

につきましては、わかりやすく言いますと、やしお幼稚園のほうを運営しています学校法人のほうなん

ですが、今、社会福祉法人のほうの設立の手続をとられています。そちらのほうで、大山保育所につい

ての助成になります。新大山保育園設置の助成になります。こちら、定員のほうが、今現在の大山保育

所のほうが定員９０名ですが、新しいもののほうは１２０名ということで３０名、定員が増えるという

ことで待機児童対策に貢献するような形になっています。 

 以上で説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 よろしいでしょうか。産業振興課長。 

○産業振興課長【石﨑 薫君】 それでは、７５ページの農業再生対策推進費の件でご答弁をさせてい

ただきます。予算で１,１８９万６,０００円ほど計上してございますが、平成２８年度の補正予算にお

きまして、町の単独補助金としております農業再生対策事業で２６４万円の減額と、経営所得安定対策

直接支払推進事業では３０万６,０００円の減額をしたところでございます。それで、この減額につき

ましては、農業再生対策推進費につきましては、農家の取り組みが見込みより少なかったということで

予算の減が生じたということになってございます。それで、農業再生協議会といたしましてもですね、

農業経営に影響を及ぼすことを極力避けるためにですね、支援の単価や種類については、取組実績が多

いことを理由に下げることがないようにということで配慮した中で事業内容を決定しているというよう

な状況がございまして、その中で、特に農地集積に係る部分については年間のばらつきが多いというこ

とで減が発生しているということになってございます。 

 そうした中で、平成２９年度につきましては、農業再生協議会といたしましても、振興路地野菜加算

事業というものがございまして、これは平成２８年度までは５品目で実施ということになってございま
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したが、平成２９年度につきましては、１品目、ナスを増やしまして６品目にして取り組むというよう

なことになってございます。また、国の米政策については、平成３０年度に減反政策の大幅な見直しと

いうのも予定されてございますので、次年度に向けましては、このようなことも考えながら、町の支援

策についても見直しされるよう、農業再生協議会のほうと協議検討させていただきたいと考えてござい

ます。 

 また、経営所得安定対策推進費でございますが、こちらについては、国における支援、補助金という

ような形になってございますが、これについては国のほうの予算枠の関係で減額されたということでご

ざいまして、平成２８年度については減額させていただいたというような状況でございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 １２番、稲見敏夫君。 

○１２番【稲見敏夫君】 要望なんですが、この再生協議会のほうの生産対策推進事業ですね、これを

有効に使いながらですね、農家の所得向上のために、ぜひ頑張っていただきたいと思います。これ、要

望で結構です。 

○議長【津野田重一君】 ほかに、３番、海老原友子君。 

○３番【海老原友子君】 済みません、私、ページがわからなくなったのでこちらでごめんなさい。新

規事業で健康増進計画というのがあって、その中に健康増進計画及び食育推進計画の策定というのがあ

るんですけれども、２７７万３,０００円、食育とか、どのようなことを考えているのかを伺いたいで

す。 

○議長【津野田重一君】 健康課長。 

○健康課長【梅沢正春君】 ただいまのご質問にお答えいたします。まず、健康増進計画につきまして

は、これは国のほうの法律であります健康増進法に、「市町村は健康増進計画を定めるよう努めなけれ

ばならない」という、まず、文言がございます。また、食育推進計画につきましても、やはり国の食育

基本法の中で、「市町村は食育の推進計画を作成するよう努めなければならない」ということで、どち

らも努力目標ということで示されております。 

 その中で、健康増進計画につきましては、平成３１年度から４０年度にかけての１０年間、こちらに

ついて、町の基本的な健康についての方向性を定めるための計画づくりでございます。また、食育推進

計画につきまして、やはり平成３１年から、こちらは５年間でございますが、平成３５年度まで、その

間の食育、健康増進計画の中の一部とは思われるんですが、その中の食育に関するものをピックアップ

した状態で計画をつくるということで予定しております。 

○議長【津野田重一君】 ３番、海老原友子君。 

○３番【海老原友子君】 では、この２７３万３,０００円というのは、計画づくりのためのお金とい

うことでよろしいですか。 

○議長【津野田重一君】 健康課長。 

○健康課長【梅沢正春君】 こちらの計画につきましては、予算書の８ページ、債務負担行為というこ

とで、中ほどですが、健康増進計画及び食育推進計画策定事業ということで、２９年度から３０年度と

いうことで予算を上げさせていただいております。その中で、今年度の２７３万３,０００円、こちら
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と、こちらの債務負担行為に載せられております５６７万円、合計の８４０万３,０００円、こちらが

計画全体の策定に係る経費となってまいります。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 よろしいですか。はい、ほかにはございませんか。１１番、生出慶一君。 

○１１番【生出慶一君】 ８１ページ、地籍調査費ですね、今現在で大体何％ぐらい終わっているか。

あと、今、３組入っているようなんですけれども、これからあと何年ぐらい、最初の予定では２０年と

かどうのこうのとか言っていましたけど、何年ぐらいの計画でいるか、ちょっとその辺のところを教え

てください。今現在の出来高のパーセントと将来の見通し、よろしくお願いします。 

○議長【津野田重一君】 都市建設課長。 

○都市建設課長【伊藤知明君】 ただいまのご質問にお答えします。平成２８年度末で、地籍調査済み

面積につきましては、９.８５キロ平方メートルできていまして、率にしますと１９.７％の進捗となっ

てございます。平成２０年度から２８年、８年かけて２０％の進捗があったということで、今後につき

ましては、その予算確保というふうな課題がございますが、全ての地区についての完了年度につきまし

ては相当な期間がかかるのではないかというふうに考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 １１番、生出慶一君。 

○１１番【生出慶一君】 じゃあ、いつまでというあれは、まだ計画にはないということですね。まあ、

今の状態ですと、国のほうからの補助もかなりついているもんですから、なるべくやっぱり早目に、補

助のあるうちにやっていっていただければ幸いだと思います。計画のほう、組んでいただければ幸いだ

と思います。 

○議長【津野田重一君】 答弁は？ 

○１１番【生出慶一君】 考えがあれば答弁をお願いします。 

○議長【津野田重一君】 都市建設課長。 

○都市建設課長【伊藤知明君】 地籍調査事業につきましては、過日の一般質問でも早期の調査完了を

目指すようにというふうなご質問もございました。そちらのほうの答弁でもさせていただきましたよう

に、事業費の確保をいたしまして、また組織体制の見直し等も考えまして、なるべく早く調査を完了す

るように努めてまいりたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長【津野田重一君】 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 これで質疑を終わります。 

 次に、議案第２４号「平成２９年度上三川町国民健康保険事業特別会計予算」から、議案第２９号

「平成２９年度上三川町水道事業会計予算」についてまで、一括して質疑をお願いいたします。質疑は

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 お諮りいたします。各常任委員会に付託しました議案第２号から議案第１５

号まで、及び議案第２３号から議案第２９号までにつきましては、会議規則第４６条第１項の規定によ

り、３月１４日までに審査を終了するよう期限をつけることにしたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 異議なしと認めます。したがって、議案第２号から議案第１５号まで、及び

議案第２３号から議案第２９号までについては、３月１４日までに審査を終了するよう期限をつけるこ

とに決定いたしました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 本日はこれで散会といたします。ご苦労さまでした。 

 なお、あす４日及び５日は休会とし、６日は午前１０時から一般質問を行います。お疲れさまでした。 

午後２時０５分 散会 


